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一段と暑い夏がやって来ました。、

「皆さんが待っていた 夏まつりが開催されま～す」

コロナ禍で開催出来なかった「広町夏まつり」が、７月２９日に４年ぶりに開催されます。

自粛の連続でしたが、ようやく元の生活が戻りつつあります。コロナウイルスが無くなった訳で

はありません、各々が注意し自分の体は自分で守りましょう。

広町夏まつり、開場は４時です。オープニングは「横浜中田ジュニアマーチンバンド」です。

最後にはお楽しみ抽選会もありますので、全家庭に配られました三角の抽選券をお持ち下さい。

《抽選券には、組名やお名前をハッキリお書き下さい（フリガナもお願いします》

夏まつりの、中止延期の連絡は理事・

組長さんには連絡網で連絡します。

広町ホームページにも、掲示します

ので下記をご覧下さい

広町のホーページを開くには ‼

QRコード

又は 広町自治会 ☜ 検索

《お 願 い》

会場周辺の皆様には、放送の音でご迷惑をかけますが、久しぶりに実施の

年に一度の夏まつりです、又フィナーレに花火を行います。花火の煙が

流れると思いますがご理解ご協力をお願いいたします。

広町自治会

会長 猪俣 武雄

８０２－２３９１広町だより
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今年の広町運動会は、９月１０日

第５０回目を迎える 広町防災訓練兼運動会です。

現在プログラム等を検討中です。 ご期待下さい

「９月１日は、防災の日 関東大震災から１００年」

防災の日は、防災訓練などの災害時を想定した訓練を行う日として知られていますが、『防災

の日』として、９月１日が選ばれた理由をご存じでしょうか？当然、知っているという方も大勢

居るでしょうが、一番の選定事由は『関東大震災』です。

１年に１度しかない『防災の日』。防災意識を再認識する機会はそう無いでしょう？「関東大

震災」を忘れないために制定された、この日、どのような震災だったかを知り、来たるべき大地

震に備えましょう。

大正１２（1923）年９月１日１１時５８分４４秒、伊豆大島付近、相模湾北西部の相模トラフ（北
緯３５，１度 東経１３９，５度）を震源とする海溝型大地震『関東大震災』が発生しました。

この地震はマグニチュード７，９、震度６の規模で、南関東一円を中心に、死者・不明者１４

万２８０７名、家屋全半壊２５万４千件余、焼失した家屋は４４万７千余、山岳部では山崩れが

多数発生し、海岸部では津波が発生しました。

中田地区でも多くの家屋が全半壊し、御霊神社の建物も被害を受けたと記録に残っています。

１００年前の中田地区は、農耕中心の地域で地名が表す様に田園地帯が大半でした。時代が進む

につれて田圃が埋め立てられ畑になり畑が開発されて住宅が建ち並びました。地震の揺れの被害

は地盤に大きく関係しているようです。自分の家が建っている場所が昔は何だったのか知るのも

参考になると思います。

最近、全国的に地震の発生が増えており、関東周辺でも小さな地震の発生数が増えています。

南海トラフ地震や首都直下型地震が話題に上がりますが、３０年以内に震度６弱が発生すると言

われていますが、ピンとこないのが現状かも知れません、

「もしかしたら明日かも知れないと思い」

家庭でのイメージトレーニングをしてみて下さい。

《広町自治会ののブロック制度》

広町では、地域全体を６つのブロックに分け、その中を組別に分けて活動し、行事を行って

います。大地震発生時には、中田中学校に防災拠点が開設されます、防災拠点では４町内会

の住民が集まりますので、自分の氏名の他に（所属自治会名）（ブロック・班名）を記載す

る必要が出てきます。広町運動会はブロック単位がチームとなります、行事の中で自分のブ

ロックや班を再確認しましょう。


